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菊
名
地
区
の
概
要

①
―
菊
名
地
区
の
概
要

　
菊
名
地
区
は
、
港
北
区
の
中
心
よ
り
や
や
南
よ
り

に
位
置
し
、
西
は
鶴
見
川
、
南
は
ほ
ぼ
Ｊ
Ｒ
横
浜
線

に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
、
東
は
区
境
、
北
は
ほ
ぼ
連
合

町
内
会
の
境
界
と
重
な
っ
て
い
る
。
比
較
的
わ
か
り

や
す
い
エ
リ
ア
設
定
の
地
区
で
あ
る
。

　
地
区
内
に
は
、
東
急
東
横
線
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
、
東

海
道
新
幹
線
、
市
営
地
下
鉄
線
の
各
駅
が
あ
り
、
東

京
方
面
へ
も
、
横
浜
市
中
心
部
へ
も
交
通
利
便
性
が

高
い
。

　
そ
の
た
め
、
両
方
面
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、

東
急
東
横
線
を
中
心
と
し
て
段
階
的
に
市
街
化
か
進

展
し
、
地
区
内
に
は
、
開
発
時
期
の
異
な
る
ゾ
ー
ン

が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
縦
貫
す
る
環
状
２
号
線
、
東

海
道
新
幹
線
、
東
急
東
横
線
に
よ
る
分
断
の
影
響
も

受
け
、
菊
名
地
区
は
次
の
５
つ
の
性
格
の
異
な
る
ゾ
ー

ン
に
分
か
れ
る
。

ア
菊
名
ゾ
ー
ン

　
東
急
東
横
線
お
よ
び
Ｔ
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
菊
名
駅
を
中
心

と
す
る
既
成
市
街
地
。
昭
和
四
十
年
以
前
よ
り
Ｄ
Ｉ

Ｄ
と
な
っ
て
い
る
。
山
の
手
は
良
好
な
戸
建
て
住
宅

地
。
駅
周
辺
は
や
や
下
町
的
な
雰
囲
気
を
残
し
て
い

る
が
、
近
年
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
が
目

立
つ
。
公
共
施
設
も
多
く
、
区
の
中
心
の
一
部
を
形

成
し
て
い
る
。

イ
師
岡
ゾ
ー
ン

　
東
急
東
横
線
か
ら
の
市
街
化
圧
力
に
よ
り
開
発
が

進
む
。
大
倉
山
駅
寄
り
は
昭
和
四
十
年
～
四
十
五
年

に
Ｄ
Ｉ
Ｄ
と
な
り
、
残
り
は
、
昭
和
四
十
五
～
五
十

年
に
Ｄ
Ｉ
Ｄ
と
な
っ
て
い
る
。
戸
建
て
中
心
の
良
好

な
住
宅
地
。
区
総
合
庁
舎
、
公
会
堂
が
立
地
し
て
お

り
、
菊
名
ゾ
ー
ン
と
と
も
に
、
区
の
中
心
を
形
成
し

て
い
る
。

ウ
太
尾
ゾ
ー
ン

　
昭
和
四
十
年
～
四
十
五
年
に
Ｄ
Ｉ
Ｄ
と
な
る
。
大

倉
山
駅
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
商
店
街
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
。
住
宅
は
戸
建
て
が
多
い
。

エ
大
豆
戸
ゾ
ー
ン

　
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
群
の
建
設
に
よ
り
、
昭
和

五
十
年
～
五
十
五
年
に
Ｄ
Ｉ
Ｄ
と
な
っ
た
ゾ
ー
ン
で

あ
る
。
一
部
、
住
工
混
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
化
か
進
ん
で
い
る
。

オ
新
横
浜
ゾ
ー
ン

　
新
横
浜
都
心
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
業
務
の
集
積

が
進
ん
で
い
る
。

　
人
口
は
、
表
の
と
お
り
で
、
現
在
も
若
干
増
加
し

て
い
る
。
高
齢
化
率
は
高
く
は
な
い
が
、
地
域
に
よ

る
片
寄
り
が
著
し
く
、
菊
名
駅
か
ら
山
の
手
に
か
け

て
は
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
土
地
利
用
は
、
綱
島
街
道
沿
い
、
大
倉
山
駅
、
菊

名
駅
を
中
心
に
商
業
系
、
新
横
浜
は
業
務
系
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
は
、
住
居
系
が
多
く
を
占
め
る
が
、
一
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部
工
業
系
が
見
ら
れ
、
住
居
系
と
混
在
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
農
地
は
少
な
い
が
、
大
倉
山
公
園
や

熊
野
神
社
市
民
の
森
と
い
っ
た
公
園
の
ほ
か
、
斜
面

緑
地
が
自
然
系
の
土
地
利
用
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

②
―
施
設
の
状
況

　
菊
名
地
区
は
、
区
の
中
心
で
あ
る
た
め
、
大
倉
山

記
念
館
、
港
北
図
書
館
、
公
会
堂
な
ど
広
域
的
な
施

設
が
多
数
立
地
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
身
近
な
地

域
施
設
老
人
憩
の
家
、
青
少
年
図
書
館
、
菊
名
地
区

セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
民
間
の
施
設
否
あ
る
。
し
か
し
、

広
域
的
な
施
設
に
比
べ
、
身
近
な
施
設
は
十
分
と
は

い
え
な
い
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら

①
―
ヒ
ア
リ
ン
グ
協
力
者

　
菊
名
地
区
連
合
町
内
会
長
、
自
治
会
長
（
大
倉
山

ハ
イ
ム
）
、
体
育
指
導
員
、
元
子
供
会
会
長
（
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
代
表
）
、
大
倉
山
西
口
商
業
協
同
組

合
、
学
童
保
育
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
、
介
護
者
の
集

い
、
障
害
児
自
主
訓
練
会
、
障
害
者
地
域
作
業
所
、

障
害
者
の
親
の
会
、
生
涯
教
育
学
級
（
養
護
学
校
教

諭
）
、
大
倉
山
水
曜
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
、
篠
原
セ

ミ
ナ
ー
（
生
涯
学
習
）
、
横
浜
高
速
環
状
道
路
に
反

対
す
る
北
部
住
民
連
絡
会

②
―
旧
住
民
、
新
住
民

　
菊
名
地
区
の
住
民
は
、
旧
住
民
と
言
わ
れ
る
古
く

か
ら
住
ん
で
い
る
地
付
き
の
住
民
と
、
新
住
民
と
言

わ
れ
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
開
発
に
伴
っ
て
転

入
し
て
き
た
住
民
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

　
新
住
民
は
、
横
浜
都
民
と
い
う
言
葉
で
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
地
元
意
識
が
薄
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
新
住
民
の
な
か
で
も
、
昭
和
五
十
年
～
六
十

年
に
か
け
て
、
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
群
に
転
居
し
て

き
た
住
民
は
、
比
較
的
裕
福
で
独
特
の
住
民
層
と
な
っ

て
お
り
、
学
歴
の
高
い
人
が
目
立
ち
、
専
業
主
婦
が

多
い
な
ど
マ
ン
シ
ョ
ン
族
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
転

勤
な
ど
や
や
流
動
的
な
面
も
あ
る
が
、
あ
る
程
度
定

住
意
向
の
あ
る
住
民
層
で
あ
る
。

大規模マンション群

③
―
顕
在
化
し
に
く
い
地
域
課
題

　
菊
名
地
区
に
お
い
て
も
、
子
育
て
不
安
、
子
供
の

い
じ
め
や
不
登
校
、
老
人
の
二
人
世
帯
、
一
人
世
帯

の
増
加
や
要
介
護
老
人
の
増
加
な
ど
高
齢
化
に
伴
う

課
題
、
障
害
者
の
就
労
の
場
の
不
足
や
介
護
者
な
き

あ
と
の
障
害
者
に
関
す
る
課
題
な
ど
、
他
の
地
区
と

共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
課
題
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
菊
名
地
区
特
有
と
思
わ
れ
る
課
題
と
し

て
は
、
地
域
の
生
活
環
境
の
悪
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
に
よ
る
日
照
不
足

や
住
民
意
識
の
低
下
、
宅
地
造
成
に
よ
る
斜
面
緑
地

の
減
少
、
さ
ら
に
は
高
速
環
状
道
路
の
建
設
に
よ
る

環
境
の
変
化
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
菊
名
地
区
に
お
い
て
最
も
特
徴
的
な
こ

と
は
、
各
家
庭
が
抱
え
る
課
題
が
顕
在
化
し
に
く
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
近
隣
と
の
つ
き
あ
い
が
少
な
く
、

流
動
的
な
住
民
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
視
す
る
住
民

が
多
い
。
問
題
を
隠
し
た
が
る
傾
向
に
あ
り
、
多
く

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

の
家
庭
で
同
じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
な
が
ら
、

そ
れ
が
地
域
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
自
体
が
最
も
大
き
な
地

域
課
題
と
も
言
え
る
。

④
―
町
内
会
活
動
に
対
す
る
意
識
の
異
な
る
旧
住
民

　
　
と
新
住
民

　
菊
名
地
区
は
、
師
岡
連
合
町
内
会
（
菊
名
連
合
町

内
会
よ
り
分
離
）
と
太
尾
連
合
町
内
会
、
菊
名
連
合

町
内
会
の
一
部
が
含
ま
れ
て
お
り
、
単
位
町
内
会
の

数
は
二
十
七
で
あ
る
。
町
内
会
館
、
自
治
会
館
を
も
っ

て
い
る
単
位
町
内
会
数
は
十
六
で
整
備
率
は
六
割
弱

で
あ
る
。

　
各
連
合
町
内
会
の
会
長
は
、
旧
住
民
の
六
十
歳
以

上
の
男
性
（
自
営
が
多
い
）
が
占
め
て
い
る
。
地
域

を
代
表
し
て
、
区
役
所
が
組
織
す
る
各
種
委
員
会
に

委
員
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
区
役
所
と
の
関
係
が

深
い
。
名
誉
職
的
な
面
も
あ
る
が
、
地
域
の
こ
と
を

良
く
把
握
し
て
お
り
、
地
域
の
た
め
に
と
い
う
意
欲

も
高
い
。

　
単
位
町
内
会
は
、
旧
住
民
が
多
く
占
め
る
旧
住
民

系
町
内
会
と
、
新
住
民
が
多
く
占
め
る
新
住
民
系
町

内
会
が
あ
る
。
ま
た
、
太
尾
連
合
町
内
会
に
は
、
新

住
民
系
の
町
内
会
の
中
で
も
、
一
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

群
で
一
つ
の
自
治
会
を
組
織
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
自
治

会
が
多
く
存
在
す
る
。

　
旧
住
民
系
町
内
会
は
、
連
合
町
内
会
と
密
接
に
関

係
し
て
お
り
、
広
報
や
チ
ラ
シ
の
配
付
や
回
覧
、
寄

附
金
集
め
の
ほ
か
、
親
睦
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
新
住
民
系
町
内
会
は
、
役
員
は
輪
番

制
な
ど
義
務
的
で
、
負
担
が
重
す
ぎ
る
な
ど
の
声
も

聞
か
れ
、
町
内
会
活
動
に
対
し
て
意
欲
的
と
は
い
え

な
い
。

表―菊名地区の概要

自治会長（マンション自治会）

　　「前回の参院選の投票率は、港北区は十六区中

十五位と大変低く、無関心ぶりが目立っていた。

各々自分の生活のペフスができあがっていること

や、転勤などで入れ替わりがはげしいこともその

原因かもしれない。」

菊名地区住民

　　「菊名の周辺では、町内会も含めて高速環状道

路への議論が盛りあがらない。生活環境に対して

関心が低いのは、住民に「終の住処」という意識

が小さいからではないか。」

35●

ティータイムー地域に無関心の人が多い

２



⑤
―
四
十
代
、
五
十
代
女
性
が
牽
引
力
の
多
様
な
活

　
　
動
グ
ル
ー
プ

　
菊
名
地
区
で
は
、
学
童
保
育
を
は
じ
め
と
す
る
課

題
解
決
の
た
め
の
活
動
か
ら
、
自
分
の
趣
味
の
充
実

や
地
域
の
文
化
振
興
を
目
指
す
趣
味
・
生
涯
教
育
の

活
動
、
あ
る
い
は
商
売
か
ら
派
生
し
て
、
広
く
ま
ち

づ
く
り
を
展
望
す
る
活
動
な
ど
、
様
々
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
担
い
手
の
多
く
は
、
四
十
代
以

上
の
女
性
で
あ
る
。

　
菊
名
地
区
は
、
な
か
な
か
個
々
に
抱
え
る
問
題
が

顕
在
化
し
に
く
い
が
、
ひ
と
た
び
そ
う
い
っ
た
問
題

を
抱
え
る
住
民
や
問
題
意
識
を
も
っ
た
住
民
が
ま
と

ま
り
、
活
動
が
動
き
出
す
と
、
高
い
意
欲
で
高
い
レ

ベ
ル
の
活
動
を
展
開
す
る
。

ア
課
題
対
応
タ
イ
フ
―
障
害
者
団
体
、
学
童
保
育
。

　
介
護
者
の
集
い

　
菊
名
地
区
に
は
、
地
域
活
動
ホ
ー
ム
を
拠
点
と
す

る
四
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
障
害
者
に
関

す
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
。
活
動
内
容
は
、
作
業

所
、
自
主
保
育
、
自
主
訓
練
会
、
親
の
会
な
ど
様
々

で
あ
る
が
、
各
グ
ル
ー
プ
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
三

十
代
以
上
の
女
性
が
活
動
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
数
人
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
が
、

意
思
決
定
か
ら
多
種
多
様
な
雑
用
ま
で
こ
な
し
、
運

営
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
よ
う
犯
見
え
る
。
メ
ン
バ
ー

の
ほ
と
ん
ど
が
、
障
害
児
・
者
を
抱
え
た
母
親
で
、

そ
う
い
っ
た
子
供
を
抱
え
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
設

立
、
活
動
場
所
の
確
保
、
運
営
の
確
立
な
ど
な
み
な

み
な
ら
ぬ
試
練
を
越
え
て
き
て
い
る
た
め
、
穏
や
か

な
語
り
口
の
中
に
も
強
い
意
思
や
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
さ
せ
る
女
性
が
多
い
。

　
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
行
政
か
ら
の
助
成
金
を

受
け
て
い
る
が
、
運
営
費
は
不
足
し
て
お
り
、
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
バ
ザ
ー
を
開
く
な
ど
運
営

費
を
補
う
工
夫
を
し
て
い
る
が
、
十
分
と
は
言
え
ず
、

負
担
も
大
き
い
。
さ
ら
に
、
煩
雑
な
事
務
手
続
き
を

こ
な
す
た
め
の
専
門
の
職
員
の
確
保
も
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
民
生
委
員
が
中
心
と
な
り
、
自
宅
で

老
人
を
介
護
し
て
い
る
介
護
者
を
支
援
す
る
介
護
者

の
集
い
や
学
童
保
育
と
い
っ
た
活
動
も
あ
る
。

　
介
護
者
の
集
い
は
、
参
加
者
が
少
な
い
こ
と
が
、

場
所
や
指
導
員
の
確
保
な
ど
幾
多
の
困
難
を
越
え
て

開
設
し
た
学
童
保
育
に
お
い
て
は
、
運
営
費
の
不
足

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

イ
趣
味
・
生
涯
教
育
タ
イ
プ
ト
文
化
団
体
、
親
子
サ
―

ク
ル
　
菊
名
地
区
セ
ン
タ
ー
の
自
主
事
業
を
き
っ
か
け
と

し
て
生
ま
れ
た
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と
し
て
、
菊
名

地
区
に
は
多
く
の
文
化
的
な
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
多
く
は
、
楽
し
む

こ
と
や
、
友
達
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
な
ん
と
な
く
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い

よ
う
だ
が
向
上
心
を
持
っ
て
熱
心
に
活
動
を
続
け
る

グ
ル
ー
プ
も
み
ら
れ
、
な
か
に
は
海
外
へ
演
奏
旅
行

に
出
掛
け
る
と
い
う
コ
上
フ
ス
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
趣
味
的
な
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
に
、
地

域
の
み
な
ら
ず
港
北
区
の
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る

よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

一
つ
は
、
著
名
な
文
化
人
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し

て
い
る
篠
原
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
プ

ロ
の
音
楽
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
る

大
倉
山
水
曜
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
ニ
グ
ル
ー
プ
の
、
設
立
の
経
緯
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
か
ら
、
施
設
の
事
業
部
門
か
ら
と
異
な
る

が
、
四
十
代
以
上
の
女
性
が
中
心
で
あ
る
こ
と
、
友

達
づ
く
り
や
自
分
の
向
上
と
い
う
目
的
で
は
な
く
、

社
会
へ
働
き
か
け
る
活
動
で
あ
る
こ
と
、
地
域
へ
の

貢
献
に
対
し
て
自
負
を
も
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
共

通
し
て
い
る
。
文
化
と
い
う
視
点
の
区
を
視
野
に
入

れ
た
こ
れ
ら
の
活
動
は
菊
名
地
区
独
特
の
活
動
と
言
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
大
倉
山
水
曜
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局
は
、
大
倉
山
記
念
館
内
に
事
務
局
が
あ
り
、
週

一
回
ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
ま

た
、
篠
原
セ
ミ
ナ
ー
は
菊
名
地
区
セ
ン
タ
ー
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
年
間
十
日
の
優
先
的
な
予
約
を
し
、

会
議
室
を
利
用
し
て
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
拠
点
施
設
が
あ
る
こ
と
は
、
活
動
に
と
っ

て
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
ニ
グ
ル
ー
プ
と
も
、
課
題
対
応
タ
イ
プ
と
同
様
、

資
金
の
不
足
が
最
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
保
健
所
の
保
健
婦
が
中
心
と
な
っ
て
グ

ル
ー
プ
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
親
子
サ
ー
ク
ル
も
多

数
あ
る
。
親
子
サ
ー
ク
ル
は
、
公
園
や
マ
ン
シ
ョ
ン

の
集
会
室
な
ど
を
活
動
の
場
と
し
て
、
遊
戯
や
工
作
、

料
理
な
ど
子
供
と
遊
び
な
が
ら
、
母
親
同
士
も
交
流

し
た
り
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
子
育

て
不
安
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
い
う
点
で
は
課
題
対

応
タ
イ
プ
と
も
言
え
な
く
も
な
い
。

ウ
ま
ち
づ
く
り
タ
イ
フ
―
商
業
共
同
組
合
、
住
民
運

動　
菊
名
地
区
に
は
、
そ
の
ほ
か
、
商
売
と
連
動
さ
せ

つ
つ
も
、
広
い
視
野
で
ま
ち
づ
く
り
を
展
望
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
商
業
共
同
組
合
や
、
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
住
民
運
動
を
展
開
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

　
商
業
共
同
組
合
は
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大

倉
山
記
念
館
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
商
店
街
の
近
代
化

や
、
ア
テ
ネ
市
の
エ
ル
ム
通
り
商
店
街
と
の
姉
妹
提

ティータイム―把握しづらい実態大倉山水曜コンサート事務局料理教室

介護者の集い　民生委員

　「友人がなく家にとじこもっている老人や、老人性痴呆症など

要介護老人が増えている。また、介護者の高齢化による共倒れ

の危険など高齢化の問題は山積している。ところが、介護者の

集いは、「近所に知られると体裁が悪い」「家族が反対する」な

どの理由で参加者が少なく実際にどの程度の介護者がいて問題

を抱えているのか、実態が把握できない。民生委員として、問

題を抱えている家族を把握して援助したいと思うのだが、扉一

つで遮断されるマンションではなかなな事情がわかりづらいな

ど、結局、問題がかなり深刻化して表面化することになってし

まう。」

調査季報120号・1994.10●36



大倉山商店街

携
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
エ
ー
ゲ
海
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
実
施
し
な
か
っ
た
が
、
新
横
浜
に
は

オ
フ
ィ
ス
町
内
会
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
ご

　
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
は
、
四
十
代
以
上
の

男
性
が
中
心
で
あ
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
商
店
会
や
オ

フ
ィ
ス
町
内
会
は
居
住
者
で
な
い
メ
ン
バ
ー
も
多
い
。

⑥
―
独
立
的
な
個
々
の
活
動

　
菊
名
地
区
で
は
、
様
々
な
自
主
的
な
活
動
が
あ
る

が
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
連
携
は
概
し
て
希
薄
で
あ
る
。

い
く
つ
か
関
係
の
深
い
グ
ル
ー
プ
同
士
も
あ
る
が
、

多
く
は
お
互
い
に
知
っ
て
は
い
る
と
い
っ
た
程
度
の

関
係
で
あ
る
。
し
か
し
、
介
護
者
の
集
い
の
よ
う
に
、

同
じ
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。

　
ま
た
、
町
内
会
と
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係

も
深
く
な
い
。
た
だ
し
、
課
題
対
応
タ
イ
プ
の
グ
ル
ー

プ
は
、
活
動
に
と
っ
て
、
町
内
会
の
理
解
を
得
た
方

が
円
滑
に
活
動
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ

や
、
実
際
に
町
内
会
館
を
借
り
た
り
と
援
助
を
受
け

て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
町
内
会

と
は
関
係
の
あ
る
ヶ
Ｉ
ス
が
多
い
。
町
内
会
長
が
運

営
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　
町
内
会
内
部
で
も
、
旧
住
民
系
の
町
内
会
と
連
合

自主活動グループ、行政関係図町内会、

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

町
内
会
の
関
係
が
強
い
の
に
比
べ
、
新
住
民
系
の
町

内
会
は
関
係
が
薄
い
。

囲碁を楽しむ個人利用者

学童保育菊名地区センター

書道グループ
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⑦
―
施
設
の
利
用
状
況
と
評
価

ア
多
彩
な
活
動
の
場
－
菊
名
地
区
セ
ン
タ
ー

　
菊
名
駅
か
ら
徒
歩
五
分
程
度
と
近
く
、
利
便
性
が

高
く
、
一
日
平
均
三
百
人
弱
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
利
用
者
の
約
八
割
を
区
民
が
占
め
て
い
る
が
、

地
区
内
を
縦
断
す
る
環
状
二
号
線
が
分
断
要
素
と
な

り
、
そ
れ
以
西
の
住
民
に
は
心
理
的
に
遠
く
感
じ
ら

れ
て
利
用
し
に
く
と
い
う
声
も
あ
る
。

　
婦
人
の
利
用
が
最
も
多
く
、
次
い
で
六
十
五
歳
以

上
の
老
人
の
利
用
が
多
い
。
登
録
団
体
は
、
自
主
事

業
か
ら
生
ま
れ
た
団
体
も
多
く
、
文
化
的
な
活
動
が

多
い
。
ダ
ン
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
団
体
も
利
用
し

て
お
り
、
近
年
は
、
特
に
高
齢
者
の
ダ
ン
ス
の
利
用

が
増
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
地
域
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
団
体
な
ど
も
利
用
し
て
お
り
、
多
彩
な
活

動
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
個
人
に
よ
る
利
用
で
は
、

老
人
の
囲
碁
、
将
棋
が
多
い
。

　
菊
名
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
直
営
館
の
一
つ
で
港
北

図
書
館
と
併
設
し
て
い
る
。

　
も
と
も
と
区
庁
舎
で
あ
っ
た
施
設
を
改
装
し
て
い

る
た
め
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
部
屋
の
大
き
さ
や
、

防
音
性
、
各
部
屋
の
つ
な
が
り
な
ど
機
能
面
や
使
い

勝
手
の
面
の
不
満
の
声
も
聞
か
れ
る
。
ま
た
、
体
育

室
も
な
い
、
ハ
ー
ド
の
面
で
は
若
干
問
題
が
あ
る
。

　
図
書
館
と
の
併
設
に
つ
い
て
は
、
活
動
に
必
要
な

資
料
が
簡
単
に
入
手
で
き
る
、
地
区
セ
ン
タ
ー
に
は

な
い
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
て
便
利
な
ど
利

用
者
に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
管
理
す
る
側
に
と
っ
、
て
は
、
区
分
が
明

確
で
な
い
こ
と
が
問
題
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
利
用
団
体
に
と
っ
て
、
菊
名
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、

活
動
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
、
し
か
も
無
料
で
あ

る
と
い
う
点
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

運
営
に
つ
い
て
は
不
満
の
声
も
聞
か
れ
る
。
最
も
多

い
意
見
は
、
飲
食
を
認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
つ
い
で
、
来
館
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
予
約

方
法
、
定
期
的
な
利
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

閉
館
時
間
が
早
い
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
の
不

足
か
ら
生
じ
る
問
題
で
も
あ
る
が
、
月
一
回
し
か
利

用
で
き
ず
、
利
用
希
望
者
が
多
い
た
め
抽
選
制
で
必

要
な
時
に
利
用
で
き
な
い
と
い
う
不
満
の
声
も
あ
る
。

イ
幼
児
づ
れ
母
子
の
友
だ
ち
づ
く
り
の
場
－
綱
島

　
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス

　
幼
児
づ
れ
の
母
子
の
利
用
が
多
く
、
東
急
東
横
線

を
利
用
し
て
、
大
倉
山
や
菊
名
か
ら
も
来
館
す
る
。

一
組
で
来
る
母
子
も
多
く
、
友
だ
ち
づ
く
り
の
場
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
平
成
四
年
六
月
の
開
館
当
初
は
、
小
学
生
の
利
用

も
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
顔
ぶ
れ
が
固
定
的
で
あ
る
。

一
人
で
来
る
子
ど
も
は
少
な
く
、
グ
ル
ー
プ
で
来
て

遊
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
二
階
や
地
下
、
吹
抜
と
い
う
造

り
の
お
も
し
ろ
さ
を
生
か
し
、
お
に
ご
っ
こ
や
か
く

れ
ん
ぼ
の
よ
う
な
単
純
な
遊
び
が
好
ま
れ
て
い
る
。

ウ
利
用
の
広
が
る
町
内
会
館

　
町
内
会
関
係
以
外
の
活
動
に
も
開
放
し
て
い
る
町

内
会
館
も
あ
る
が
、
な
か
に
は
、
利
用
グ
ル
ー
プ
の

中
に
町
内
会
に
所
属
し
て
い
な
い
住
民
が
い
る
と
利

用
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
大
豆
戸
町
内
会
館
は
、
そ
う
い
っ
た
制
約
も
な
く
、

ま
た
管
理
人
が
隣
に
住
ん
で
管
理
し
て
い
る
た
め
、

町
内
会
ぴ
外
の
活
動
に
も
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
お

り
、
介
護
者
の
集
い
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
集
会
室
も
、
自
治
会
活
動
の
ほ
か
、

子
育
て
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

色
人
気
の
文
化
活
動
の
場
、
大
倉
山
記
念
館

　
主
と
し
て
、
文
化
活
動
グ
ル
ー
プ
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。
会
議
室
を
使
っ
た
集
会
や
研
修
、
音
楽
の
練

習
、
百
人
程
度
収
容
の
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
コ
ン
サ
ー

ト
や
発
表
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
中

庭
を
囲
む
回
廊
タ
イ
プ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
人
気
が
高

く
、
利
用
は
抽
選
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　
文
化
的
な
雰
囲
気
を
大
切
に
し
た
柔
軟
な
運
営
が

心
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
三
十
代
か
ら
五
十
代
の
主
婦

に
と
っ
て
、
恰
好
の
グ
ル
ー
プ
活
動
の
場
、
社
交
活

動
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者

も
多
く
、
「
文
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
様
々

な
人
や
情
報
が
交
流
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

大倉山記念館

考
利
用
者
の
多
い
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
菊
名
寿
楽
荘

　
菊
名
駅
か
ら
徒
歩
で
十
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
菊

名
寿
楽
荘
は
、
館
長
の
話
に
よ
る
と
、
市
内
の
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
利
用
者
の
多
い
施
設
に
あ

げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
気
の
高
い
理
由

と
し
て
は
、
お
風
呂
が
あ
る
こ
と
、
施
設
の
目
の
前

に
バ
ス
停
が
あ
り
、
歩
く
距
離
が
短
く
て
す
む
こ
と

ら
し
い
。
公
共
交
通
機
関
の
無
料
パ
ス
を
使
い
、
磯

子
区
、
戸
塚
区
以
外
の
全
市
か
ら
来
館
す
る
。

　
ほ
と
ん
ど
が
個
人
利
用
で
、
利
用
者
は
男
性
が
多

い
。
自
主
事
業
と
し
て
開
い
て
い
る
講
座
の
参
加
者

ティータイムーほしい活動拠点

大倉山記念館ギャラリー
　　　　　(書道作品展)

学童保育指導員

　「なかなか学童保育に利用できる場所がなく、大変な苦労をして、大家さんの好意

や父母からの債券による資金援助を得て、ようやく開設した。しかし、児童数に対

して部屋は狭く、交通量の多い道路に面しているなど問題も多い。行政は児童が増

えれば、もう一つつくれば良いと簡単に言うが、場所の確保は並み大抵ではできな

い。その一方で、あまり活用されていない公共の施設もある。」

水曜コンサート実行委員会代表

　　「音楽家に演奏の場を提供し、音楽好きの区民に安くコンサートを楽しんでもら

う事を主な目的として、10年活動してきた。活動が継続できたことの大きな要因の

一つは、定まった活動の拠点があったという事であると思う。活動が充実して育つ

には、安定した拠点が不可欠である。たとえ公共の施設でも、勇断をもって前向き

に検討してほしい。今は、そのためのシステムを作る事が必要かと思われる。」
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も
多
い
。
多
く
の
来
館
者
は
、
ま
ず
入
浴
し
、
囲
碁

や
将
棋
、
歌
、
踊
り
な
ど
、
各
々
楽
し
ん
で
い
る
。

な
か
に
は
一
日
中
過
ご
す
と
い
う
人
も
い
る
ら
し
い
。

カ
四
つ
グ
ル
ー
プ
で
使
う
障
害
者
地
域
活
動
ホ
ー
ム

　
と
も
だ
ち
の
丘

　
二
つ
の
障
害
者
地
域
作
業
所
と
、
自
主
訓
練
会
、

障
害
者
の
親
の
会
の
四
グ
ル
ー
プ
が
利
用
し
て
い
る
。

　
地
域
の
代
表
者
と
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
か
ら
な

る
運
営
委
員
会
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。

ともだちの丘

⑧
―
地
域
施
設
ニ
ー
ズ

⑦
専
用
施
設
・
ス
ペ
ー
ス

　
毎
日
あ
る
い
は
週
に
複
数
日
活
動
す
る
学
童
保
育

や
障
害
者
関
係
の
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
、
専
用
の

施
設
は
必
須
で
あ
り
、
施
設
が
な
い
と
活
動
は
成
り

立
だ
な
い
。
ま
た
、
大
倉
山
水
曜
コ
ン
サ
ー
ト
事
務

局
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
・

が
あ
る
こ
と
は
、
活
動
の
育
成
に
つ
な
が
る
。

泌
定
期
的
に
利
用
で
き
る
施
設

　
町
内
会
館
や
地
区
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
か
ら
、
「
定
期
的
に
利
用
で
き
る
」
「
優
先

的
に
予
約
で
き
る
」
こ
と
は
、
活
動
に
と
っ
て
大
き

な
支
援
に
な
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
定
期
的
な
活
動
の
場
が
な
く
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の

施
設
を
転
々
と
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
、
連
絡
業
務
、

施
設
の
利
用
申
込
日
に
朝
早
く
か
ら
並
ん
で
の
予
約

手
続
き
な
ど
、
活
動
の
場
の
確
保
の
た
め
に
大
変
な

工
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
る
。

　
定
期
的
に
利
用
で
き
る
施
設
は
、
自
主
活
動
グ
ル
ー

プ
の
夢
で
あ
る
。

ウ
必
要
な
時
に
気
軽
に
利
用
で
き
、
ふ
ら
り
と
立

　
ち
寄
れ
る
施
設

　
定
期
的
に
利
用
で
き
る
施
設
と
と
も
に
、
予
約
し

な
く
て
も
必
要
な
時
に
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
が

ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
予
約
利
用
で
は
、
一

月
以
上
前
に
予
定
が
決
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
　
ま
た
、
「
こ
の
地
域
に
必
要
な
施
設
は
」
と
い
う

問
い
に
対
し
て
、
多
く
の
人
か
ら
、
「
様
々
な
人
が

気
軽
に
ふ
ら
り
と
集
ま
れ
る
施
設
」
が
あ
げ
ら
れ
て

い
た
。
障
害
者
関
係
や
老
人
関
係
の
グ
ル
ー
プ
に
と
っ

て
は
、
地
域
に
住
む
様
々
な
人
が
交
流
で
き
る
場
に

な
る
と
い
う
意
義
も
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
見
は
、
活
動
の
種
類
や
活
動
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
様
々
な
人
か
ら
あ
げ
ら

れ
て
お
り
、
菊
名
地
区
で
は
、
気
軽
に
使
え
る
、
必

要
な
時
に
い
つ
で
も
使
え
る
、
個
人
で
も
ふ
ら
り
と

立
ち
寄
れ
る
施
設
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

エ
子
ど
も
、
老
人
、
障
害
者
、
生
涯
学
習
・
文
化

　
活
動
の
た
め
の
施
設

　
比
較
的
、
教
育
部
の
高
い
地
域
で
あ
り
、
子
ど
も

の
ス
ト
レ
ス
の
問
題
を
反
映
し
て
、
学
童
保
育
や
児

童
館
の
よ
う
に
、
子
ど
も
が
放
課
後
の
び
の
び
過
ご

せ
る
施
設
を
望
む
声
が
あ
か
っ
て
い
た
。

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

　
老
人
の
た
め
の
施
設
と
し
て
は
、
老
人
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
病
院
、
障
害
者
の
た
め
の
施
設
と
し
て

は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
き
る
施
設
、
い
ず
れ
も
ど

う
し
て
も
自
主
活
動
や
在
宅
の
介
護
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
場
合
の
施
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
。

障
害
者
関
係
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
地
域
で
働
け
る

場
や
障
害
者
施
設
と
集
会
施
設
の
複
合
施
設
な
ど
、

障
害
者
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
環
境
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
文
化
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

活
動
に
と
っ
て
必
要
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
地
域
の
カ
ラ
ー
を
生

か
し
た
レ
ベ
ル
の
高
い
、
ま
ち
の
誇
り
に
な
る
よ
う

な
文
化
施
設
が
要
望
さ
れ
て
い
た
。

⑨
―
住
民
組
織
と
行
政
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
と
行

　
政
の
関
係
づ
く
り

　
区
役
所
と
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
関
係
は
、
区
役

所
と
町
内
会
の
関
係
と
比
べ
る
と
弱
い
。

　
こ
う
い
っ
た
関
係
は
、
行
政
側
の
担
当
者
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
区
（
も
し
く

は
担
当
係
）
対
グ
ル
ー
プ
と
い
う
よ
り
は
、
人
対
人

の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
担
当
者
の
異

動
に
よ
り
関
係
が
希
薄
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
地
域
に
果
た
す
役
割
を
考

え
る
と
、
行
政
と
自
主
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
自
主
活
動
グ
ル
ー

プ
の
多
く
は
、
運
営
費
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

活
動
の
場
の
提
供
の
ほ
か
、
資
金
の
提
供
な
ど
行
政

か
ら
の
支
援
を
望
ん
で
い
る
。
ま
ず
は
、
行
政
と
こ

れ
ら
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
Λ
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
文
章
と
も
美
木
由
里
香
Ｖ

ティータイム―積極的支援を

篠原セミナー

　　「ＰＴＡを母体として、まだカルチャーセンターのない

時代から16年間活動を続けてきた。身近なことより、歴史、

文学、時事などアカデミックに学習していくことを目的に、

菊名地区センターを拠点に、多様な文化人を講師として招

いて年10回講演会を開催している。地域の文化の向上に貢

献していると自負しているが、活動は資金的にも十分では

なく、職員の異動でそれまでの信頼関係がなくなってしまっ

たりと、行政の施策上生涯学習を育てようという積極的姿

勢があまり感じられない。」
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